



























Study on the line of sight of the students 
who are doing the nurse role in basic nursing skills exercises
［研究ノート］
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る学生が援助をする際、どこに視線が集中するか現状を知ることが必要と考えた。対象者を目の前に
して看護ケアを実施する学生の視線とその変化を明らかにすることは、基礎教育初期の段階から観察
する能力を身につける育成プログラムにつながる基礎資料となり得るものである。
Ⅱ．研究目的
　基礎看護技術演習中において、看護師役を行っている学生の視線の先が、授業進度に伴いどのよう
に変化するかを明らかにする。
Ⅲ．研究方法
　１．研究期間：2013年11月～2013年12月
　２．研究場所：青森中央短期大学
　３．研究対象
　看護学科８期生85名中、研究に同意した学生58名。基礎看護援助論Ⅲの演習（６回）において記載
した演習記録のうち、学生が客観的情報として記載した部分。
表１．授業進度に伴う演習内容
４．研究方法
１）データ収集方法
　① 　基礎看護援助論Ⅲの演習（６回）において、看護師役で看護ケアを実施した際の記録として、
主観的情報、客観的情報、それらに関するアセスメントを学生に記載を義務付けた。
　② 　研究協力に同意を得た学生から記録を回収し、主観的情報、客観的情報、アセスメントを演習
内容毎に学生別の一覧表を作成し整理した。一覧表を作成する際、学籍番号と関係のない通し番
号を使用した。
２）データ分析方法
　① 　学生が客観的情報として記録した内容を援助中の視線として意味のある文節に区切って抜き出
し要素とし、授業進度の演習内容毎に学生別に整理した。
　② 　抜き出した要素を比較検討し、類似したものにラベル名をつけコード化した。
　③ 　②でコード化したものを比較検討しながら身体部位を参考に部位を抽出した。
　④ 　③で抽出した部位を比較検討しながら、カテゴリーに分類した。
　⑤ 　②③④の作業を演習内容毎に繰り返し、その際、前の演習内容の分析から抽出したコード、部
位、カテゴリーと比較検討しながら実施した。
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　⑥ 　一連の作業は、演習記録に戻りながら、比較して実施した。また、分析過程において、特に
コード化したものから部位を抽出する段階、カテゴリーに分類する段階では、質的研究の経験が
豊富な共同研究者と検討を繰り返しながら行った。
３）倫理的配慮
　本研究は、研究活動推進委員会による倫理審査を経て実施した。
　対象学生に対しては、本研究の目的と内容、自由意志による参加、拒否や途中中断する権利、研究
参加の可否が成績に影響しないこと、プライバシーの保護について口頭と文書をもって説明し、演習
記録を使用する許可を得た。研究の了解に関しては、文書の提出をもって同意とした。演習記録に記
載されている個人情報の保護・匿名性を保持するため、データを取り扱う際には学籍番号と関係のな
い数字を使用した。研究中のデータは研究者が厳重に保管し、終了後はシュレッダーにかけ、本研究
以外には使用しない。
Ⅳ．結果
1．学生の視線
　学生58名が基礎看護技術演習（６回）において記載した演習記録（全348部）の中から、学生が客
観的情報として記載した内容から視線として、計792個（バイタルサイン：154、冷罨法：191、清
拭：108、洗髪71、足浴：53、食事介助：103、おむつ交換：112）の要素を抽出した。これらの要素
は111個にコード化され、58ヶ所の部位・物品に分類され、さらに９カテゴリー【顔】【上肢】【全身】
【陰部臀部】【下肢】【頭頸部】【体幹】【値】【物品】に分類された（表２）。以下、カテゴリーを【　】、
部位を〔　〕、ラベルを〈　〉で示す。
　カテゴリ 【ー顔】には、部位として〔顔〕〔口〕〔目〕〔頬〕〔眉間〕〔歯〕〔口唇〕が含まれた。【上肢】
には、部位として〔手〕〔腋窩〕〔上肢〕〔手首〕〔指〕〔前腕〕〔上腕〕〔手掌〕が含まれた。以下、【全
身】には〔全身〕〔皮膚〕、【陰部臀部】には〔便〕〔陰部〕〔臀部〕〔尿〕〔鼠径部〕、【下肢】には〔足〕
〔足指〕〔踵〕〔足爪〕〔足首〕、【頭頸部】には〔髪〕〔頭皮〕〔頭部〕〔喉仏〕〔頸部〕、【体幹】には〔胸〕
〔腰〕〔腹〕、【値】には〔体温〕〔脈拍数〕〔呼吸数〕〔血圧〕、【物品】には〔タオル〕〔水銀柱〕〔マン
シェット〕〔湯〕〔体温計〕〔おむつ〕〔時計〕〔氷枕〕〔ベッド〕〔泡〕〔食物〕〔寝具〕〔スプーン〕〔寝
衣〕〔バスタオル〕〔血圧計〕〔送気球〕〔聴診器〕〔洗髪車〕が含まれた。
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表２　援助中の学生の視線
２．演習内容別の視線（表３）（図１）
　１）バイタルサイン
　 　【顔】への視線が42要素（27.3％）と最も多く、次いで【物品】が36要素（23.4％）【上肢】が30
要素（19.5％）であった。【顔】【上肢】に46.8％の視線が集中し、特に、〔顔〕〔上肢〕〔手首〕〔手〕
に集中していた。〈気持ち良さそう〉〈顔色が良い〉など〔顔〕全体から表情や色を見ていた。上肢
では〈熱っぽい〉〈手に触れると熱い〉〈脈に触れた〉など皮膚に触れ、〔上肢〕〔手首〕〔手〕を見
ていた。また、【物品】への視線では、〈音を聞き取れない〉〈マンシェットを適度な強さで巻く〉
など血圧計の〔水銀柱〕〔マンシェット〕を見ていた。
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表３　演習内容別の視線の部位
図１　演習内容別の視線の部位
　２）冷罨法
　 　【上肢】が58要素（30.4％）と最も多く、次いで【顔】が57要素（29.8％）であった。【上肢】【顔】
に60.2％の視線が集中し、特に〔腋窩〕〔手〕〔顔〕に集中していた。〔顔〕全体から〈顔色が良い〉
〈顔がほてっていた〉など顔色を見ていた。そして、〈手に触れると熱い〉〈指先が温かい〉〈腋に汗
をかいていた〉など皮膚に触れ、〔腋窩〕〔手〕を見ていた。また、【物品】への視線は13要素（6.0％）
で、〔氷枕〕が５要素と最も多かった。
　３）清拭
　 　【顔】が36要素（33.3％）と最も多く、次いで【全身】が27要素（25.0％）、【物品】が26要素
（24.1％）であった。【顔】【全身】に58.3％の視線が集中し、特に〔顔〕〔皮膚〕に集中していた。〔顔〕
から〈気持ちよさそう〉〈顔をしかめている〉など表情を見ていた。〈くすぐったがっていた〉など
〔全身〕の動きを見て、〈肌が赤くなっていた〉〈汗をかいていた〉など〔皮膚〕に触れ、色を見て
いた。また、【物品】に対する視線は26要素（24.1％）で、〈タオルの温度が熱い〉など〔タオル〕
の温度を気にしていた。
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　４）洗髪
　 　【頭頸部】が31要素（43.7％）と最も多く、次いで【物品】が18要素（25.4％）、【顔】が15要素
（21.1％）であった。【頭頸部】【顔】に64.8％の視線が集中し、特に〔髪〕〔顔〕に集中していた。
主に〈髪がべとべとしている〉など〔髪〕に触れ、〔顔〕から〈気持ちよさそう〉〈顔がほてってい
た〉など表情や顔色を見ていた。また、【物品】への視線では〈湯の温度が少しぬるかった〉〈前髪
に泡がなかった〉など〔湯〕の温度を気にして〔泡〕の状態を見ていた。
　５）足浴
　 　【下肢】が45要素（84.9％）と８割を超える視線が集中し、【顔】への視線は２要素（3.8％）であっ
た。〈足の血色も良い〉〈足が温かくなった〉〈靴下のあとがついていた〉など、〔足〕に触れ、色、
状態を見ていた。〔足首〕〔踵〕〔足指〕〔足爪〕については大きな差はなかった。また、【物品】に
ついての記述は見られなかった。
　６）食事介助
　 　【顔】が51要素（49.5％）と最も多く、次いで【上肢】が26要素（25.2％）であった。【顔】【上
肢】に74.7％の視線が集中し、特に〔口〕〔顔〕〔手〕に集中していた。主に〈食べにくそう〉〈ずっ
と噛んでいた〉〈顔をしかめている〉など、〔口〕の動きと表情を見ていた。また、〈箸で米をつか
めていない〉など〔手〕の動きや動作を見ていた。また、【物品】に対する視線は11要素（10.4％）で、
〈汁が少しこぼれた〉〈スプーン一杯にすくった〉など〔食物〕〔スプーン〕を見ていた。
　７）おむつ交換
　 　【陰部臀部】が57要素（50.9％）と最も多く、次いで【顔】が28要素（25.0％）であった。【陰部臀部】
【顔】に75.9％の視線が集中し、特に〔陰部〕〔便〕〔顔〕に集中していた。〈陰部の皮膚に異常なし〉
〈排便あり〉〈便の色は茶褐色〉など、〔陰部〕の皮膚の状態や〔便〕の色、〈顔がほてっていた〉な
ど顔色を見ていた。また、【物品】に対する視線は11要素（9.2％）で、〈オムツがずれていた〉な
ど〔おむつ〕を見ていた。
３．７つの演習内容に共通する視線
　７つの演習から共通して抽出されたカテゴリーは、【顔】（231要素：29.2％）、【全身】（84要素：
10.6％）、【体幹】（24要素：3.0％）であった。
　１）【顔】
　 　【顔】への視線では、特に〔顔〕〔口〕〔目〕に集中していた。〔顔〕では〈顔がほてっていた〉〈気
持ち良さそう〉など色や表情を見ているほか、〈額に発汗あり〉〈額が温かい〉〈顔を横に向けた〉
など、顔に触れ、顔の動きも見ていた。〔口〕では〈食べにくそう〉〈ずっと噛んでいた〉〈口を少
ししか開かない〉など口の動きを見ていた。〔目〕では〈目を閉じていた〉〈目がうつろ〉〈一点を
見つめている〉など、瞼や目の動きを見ていた。
　２）【全身】
　 　【全身】への視線には〔全身〕と〔皮膚〕が含まれたが、〔全身〕では〈ぐったりしていた〉〈く
すぐったがっていた〉など全身から体調や動きを見ていた。その他〈体の位置が下のほう〉など体
の位置を見ていた。〔皮膚〕では〈体に触れたら熱かった〉〈汗をかいていた〉〈肌が赤くなってい
た〉など、皮膚に触れて温度や湿潤、色を見ていた。
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　３）【体幹】
　 　【体幹】への視線では、特に〔胸〕に視線が集中し、〈呼吸が早い〉など胸の動きを見ていた。
その他〈胸元が汚れていた〉など、皮膚の汚れを見ていた。
４．視線の変化について
　【顔】について視線の部位の変化を見ても、授業進度に伴い新たに抽出された部位はなかった。食
事の演習では、〔口〕に５割程度の視線が集中しているが、他の演習では約８割以上の視線が〔顔〕
に集中している。【顔】には部位として〔顔〕〔口〕〔目〕〔頬〕〔眉間〕〔歯〕〔口唇〕の７つが抽出さ
れているが、〔顔〕以外の部位への視線は演習内容によって異なっていた。また、足浴とおむつ交換
の演習では、〔顔〕以外の部位は抽出されなかった。
　ラベル単位で比較すると、バイタルサインと冷罨法の間で異なり、〔顔〕では〈顔を横に向けた〉
〈顔が温かい〉〈額に発汗あり〉、〔目〕では〈一点を見つめている〉のラベルが抽出された。
【物品】への視線では、演習ごとに使用物品が異なるものの〔水銀柱〕〔マンシェット〕〔タオル〕
〔湯〕への視線が比較的多かった。また、【物品】への視線の割合を演習別に比較すると、「バイタル
サイン」「清拭」「洗髪」の演習では２割程度みられたのに対し、「冷罨法」「食事介助」「おむつ交換」
では１割に満たず、足浴では全くみられなかった。
　　　　図２　顏への視線における部位の割合
　　　　表４　演習内容別にみた【顔】の要素数
122－  　  － 123－  　  －
Ⅴ．考察
１．演習内容別の視線
　いずれの演習においても視線はケアの部位（【上肢】【全身】【頭頸部】【下肢】【顔】【陰部臀部】）
と【顔】に集中していた。バイタルサインでは、血圧測定、脈拍測定の際に〔上肢〕〔手首〕〔手〕に
視線が集中し、〔冷罨法〕では氷枕を頭部に貼用するため〔顔〕に、体温測定、脈拍測定のため〔腋窩〕
〔手〕に視線が集中している。呼吸状態の観察に必要な胸や、末梢の熱感や冷感について下肢は見て
いない。清拭では全身清拭をするため〔全身〕〔皮膚〕に、洗髪では〔髪〕に、足浴では〔足〕に視
線が集中しているが、清拭では床上動作と合わせて四肢の動きの観察も重要である。また、食事介助
では、食物を口に運ぶため〔口〕〔顔〕に、患者役の食事動作に介助を合わせるため〔手〕に視線が
集中しているが、安全な食事のためには姿勢にも注意が必要である。おむつ交換では、陰部洗浄し付
着した便を洗い流すため〔陰部〕〔便〕に集中しているが、同時に腹部の観察も必要である。このよ
うな現状から、学生の視線は手技に応じて見えている部位であり、観察のために見ているとは言えな
い。また、足浴では【顔】への視線が２要素（3.8％）と少ないことから、学生の視野は狭く、ケア
の部位から遠い部位は見えていない。斉藤ら（2010）は「熟達した看護師は、30秒で患者の広範囲の
情報取得が可能である」としている。よって、このようなケアの部位に集中した視野の狭さは学生の
特徴である。原因として、基礎看護技術演習中の学生は教員の手技をまねて、手順に沿って一通り行
うことに手一杯であることがあげられる。水戸ら（2011）は「看護技術演習中の学生が自身の予想以
上に緊張し、初めて使用する物品の扱いに困難を感じている」ことを明らかにしている。今回の結果
でも、バイタルサイン、清拭、洗髪では【物品】への視線が２割程度みられ、初めて使用する物品に
視線が集中している。また、河本ら（2008）は、「事例を設定した看護技術演習において学生が疾患
を踏まえることができていない」と指摘している。本学においても基礎看護技術演習では患者役に病
名や患者状態を設定して実施しているが、１年次前期から開講しているため、疾患についての知識は
乏しい。そのため、設定した患者状態について疾患を踏まえてイメージできず、何を観察すべきか考
えられない状況であると言える。１年次初期の基礎看護技術演習では事例設定せずに、手技や手順の
習得を目的とした演習の展開が望ましい。
２．授業進度に伴う視線の変化
　多くの演習から抽出された〔顔〕〔全身〕の中でも、共通して抽出されたラベルは〈顔がほてって
いた〉〈顔色が良い〉〈気持ちよさそう〉〈顔をしかめている〉〈ぐったりしていた〉〈くすぐったがっ
ていた〉であった。学生は、顔や全身を見て、顔色や表情、体の動きから患者役の感情や体調を印象
としてとらえている。学生の視線は〔顔〕〔全身〕に向いていても、細かな部分ではなく色や動作に
変化のある部位に視線が向いているだけで、詳細な観察に至っていない。今回の結果では【顔】へ
の視線をラベル単位で比較し、バイタルサイン測定と冷罨法の演習の間で、わずかな差がみられた。
〈顔を横に向けた〉〈顔が温かい〉〈額に発汗あり〉〈一点を見つめている〉など、顔の動きや温度、額
の湿潤、目線など細かな部分に視線が向いている。冷罨法の演習では、氷枕を使用する前後にバイ
タルサイン測定を実施しており、唯一、主な演習内容に前の単元で実施した内容を組み込んでいる。
【物品】についてこれらの演習を比較しても、バイタルサイン測定（36要素：23.4％）から、冷罨法
（13要素：6.8％）へと減少し、特に〔水銀柱〕はなくなり〔マンシェット〕も１要素と減少した。こ
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れらから【物品】への視線が減り、顔への視線が増え、顔の細かな部分に視線が向いたと考えられる。
技術の習得について、中村ら（2009）は、「技能が習熟すると作業位置・姿勢が自然なものに変化し、
物品の置き方・操作を工夫し、左右の手が連動し、利き手の動線が集約し、所要時間が短縮する」こ
とを明らかにしている。学生は物品に慣れ、手技を手順に沿って行うことに手一杯にならなければ患
者役について細かな観察ができる可能性がある。援助中の観察を指導する場合、学生が物品の取り扱
いに慣れ、手技や手順を一通り習得した後が望ましい。授業進度に合わせて事例設定し、既習の基礎
看護技術を組み合わせた演習を通して、観察を学ぶ授業が必要と考える。
Ⅵ．結論
　看護技術演習中、看護師役の学生の視線はケアの部位と顔に集中し、視野は狭く、ケアの部位から
遠い部位は見えていなかった。視線が〔顔〕〔全身〕に向いていても、細かな部分ではなく色や動き
に変化のある部位に視線が向いていた。初めて使用する物品の扱いに困難を感じ、教員の手技をまね
て、手順に沿って一通り行うことに手一杯である様子が伺えた。学生は物品に慣れ、手順に沿って援
助を行うことができれば、患者役について細かな観察ができる可能性がある。授業進度に合わせて事
例設定し、既習の基礎看護技術を組み合わせた演習を通して、観察を学ぶ授業が必要と考える。
Ⅶ．おわりに
　今回の研究では、学生が記載した演習記録の客観的情報の内容を、学生の視線としてとらえて数値
化した。そのため、実際の視線と異なる部分があり、量については視線の数で、演習中に学生が実際
にその部位を見ていた時間とは異なる。
　演習中の学生は、手順に沿って手技を行うことに意識が集中しているため、援助を通して患者を観
察する具体的な教育プログラムについては今後の課題となる。
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